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手R

。
平
成
五
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会

六
月
二
十
六
日
ハ
土
)

於
湯
島
聖
堂

〔
研
究
発
表
〕

一
、
毛
序
に
お
け
る
風
化
と
風
刺
に
つ
い
て福

島
大
学
大
学
院

一
、
『
由
民
長
慶
集
』
四
分
類
消
滅
の
原
因
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院

一
、
元
徳
秀
と
一
元
結
に
つ
い
て

文
教
大
学

一
、
鄭
振
鍔
と
ま
繁
五

ー
商
務
印
寄
館
で
の
出
会
い
と
対
立
l

大
妻
女
子
大
学

一
、
宙
開
戯
曲
の
文
学
表
現

ー
明
雷
雨
』
の
ト
書
き
を
中
心
に
i

文
教
大
学

一
、
実
発
「
妙
徳
先
生
伝
」
を
め
ぐ
っ
て

青
山
学
院
大
学
大
学
院

一
、
陶
淵
明
「
乞
食
」
の
詩
よ
り
「
挑
花
掠
記
」
へ文

教
大
学

一
、
陶
淵
切
の
若
き
友
人
た
ち

茨
一
誠
大
学

ー
ト
ヘ
i

，
パ
よ
か
J

健
一
氏

玉
城

加
藤

松
村

茂
樹
氏

き
弁

啓
介
氏

稀
代
麻
也
子
氏

沼
口

上
回

一
、
湛
甘
泉
研
究
の
動
向
に
つ
い
て

国
土
館
大
学

〔
漢
文
教
育
j
『
唐
詩
』
の
指
導
を
め
ぐ
っ
て

i
〕

東
京
都
立
白
鶴
高
等
学
校

東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校

静
岡
県
立
清
水
工
業
高
等
学
校

志
賀

一
朗
氏

小 柏 島
出木田

弥
生
氏

科
博
氏

貫
瑛
氏

要
氏

五 回三ニー
(的 (2)(1) 、(3)(2) (1) "、、、 23
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一、内算算 録
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、機知 郎

大成也 氏
壌美、 を
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明謡部 出

iコ井
忠明文
井、雄
啓司コ
分村伊
、俊藤

小也虎
松、丸
建大
男上高
の正橋
十葵均
/'¥ 

氏安沼
を藤口
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内
山
部
委
員
長

水

沢

委

員

長

敏
氏

向

鵜

委

員

向

嶋

委

員

高

橋

委

員

大

塚

委

員

大

壌

委

員

勝
氏

武
氏

ω
そ

の

他

六
、
閉
会
の
辞

内
山
副
委
員
長



。
月
例
会

平
成
五
年
十
月
九
日
(
土
)

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

一
、
李
商
隠
「
太
尉
街
公
会
昌
一
品
集
序
」
に
つ
い
て

筑
波
大
学

一
、
近
代
中
間
研
究
i
最
近
の
ト
レ
ン
ド

l

加
臨
理
一
郎
氏

ニ
松
学
舎
大
学
佐
藤
一
樹
氏

平
成
五
年
十
二
月
十
一
日
(
土
〉

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

一
、
井
川
義
次
氏
の
「
辞
遣
の
「
復
生
」
思
想

l
朗
代
朱
子
学
派
の
一
面
」

に

つ

い

て

文

教

大

学

阿

川

修

三

氏

一
、
陶
淵
明
論
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
か

i
沼
口
論
文
を
読
む

青
山
学
院
大
学
大
上

一
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
後
の
展
望

正
菱
氏

文
教
大
学
志
村
規
矩
夫
氏

平
成
六
年
三
月
五
日
午
エ
)

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

一
、
白
井
啓
介
氏
「
中
国
映
画
の
失
わ
れ
た
系
譜
」
に
つ
い
て

二
松
学
舎
大
学
佐
藤

一
、
陶
淵
間
関
の
死
生
超
越
へ
の
試
み

筑
波
大
学
大
学
院

一
、
円
二
十
二
史
観
記
』
に
お
け
る
「
王
殺
し
」
の
言
及

愛
知
教
育
大
学

一
樹
氏

安
立

県
世
氏

北
村

良
和
氏

平
成
六
年
四
月
二
十
三
日
(
土
〉

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

-怠

L
d

地
司
、

沼

市

山

初

章
照
麟
と
胡
適
の
経
学
・
子
学
の
方
法
に
関
す
る
論
争
を
め
ぐ
っ
て

北
京
大
学
中
文
系
教
授
陳
平
原
氏

O
平
成
六
年
、
七
年
度
委
員

委

員

長

伊

藤

虎

丸

副
委
員
長
水
沢
利
忠
、
内
山
知
也

総

務

向

嶋

成

美

(
企
画
)
宮
内
保
、
田
部
井
文
雄
、
沼
口
勝
、
謡
口
拐
、
中
村
俊
也
、
佐

治
俊
彦
、
加
藤
章
、
堀
池
信
夫
、
渡
辺
雅
之

(
庶
務
)
伊
藤
大
策
、
長
原
美
菜
子

会
計
大
壌
秀
明
、
佐
々
木
勲
人

会
報
編
集
高
橋
均
、
大
上
正
葉
、
安
藤
信
広
、
小
谷
一
郎
、
白
井
啓
介
、

小
松
建
男

会
計
監
査
望
月
真
澄
、
阿
川
修
三

住
所
、
勤
務
先
等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
(
干
鰯
茨
披
県
つ
く
ば

市
天
王
台
一
ノ
一
ノ
一
、
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
内
)
宛
御
一
報
下
さ

3
匂
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委
員
長
就
任
に
当
た
っ
て

i
i今
、
新
し
い
学
問
の
構
想
力
が
関
わ
れ
て
い
る

i
i
i

伊

藤

虎

丸

昨
年
の
大
会
の
後
、
委
員
長
を
互
選
す
る
委
員
会
で
、
私
の
名
前
が
挙
げ
ら

れ
た
と
き
、
私
は
、
借
越
に
も
次
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
ま
し
た
。

i
i私
は
、
現
状
の
ま
ま
情
性
的
に
会
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も
意

欲
を
感
じ
な
い
。
ニ

O
年
前
に
自
分
も
参
画
し
て
定
め
た
我
が
学
会
の
現
方
針

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
し
か
な
か
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
が
、
今
か
ら
二

O
年
後

も
こ
の
ま
ま
で
い
い
と
は
到
底
思
え
な
い
か
ら
だ
。
も
し
今
後
も
存
続
す
る
の

な
ら
、
当
初
の
居
擦
を
一
応
達
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
今
こ
そ
、
私
達
よ
り
一

世
代
は
若
い
人
速
を
中
心
に
、
存
廃
を
含
め
て
新
し
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
検
討
を

始
め
る
べ
き
時
で
は
な
い
か
。
も
し
、
こ
の
考
え
が
了
承
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

喜
ん
で
も
う
一
度
犬
馬
の
労
を
致
し
た
い

1
1
0

「
提
案
」
は
こ
こ
ま
で
に
と
ど
む
べ
き
で
し
た
が
、
い
わ
ば
「
検
討
」
の
た

め
の
具
体
例
と
し
て
、
提
案
の
趣
旨
向
を
明
確
に
す
る
意
味
で
、
当
日
の
委
員
会

に
は
、
大
要
以
下
の
蛇
足
ま
で
も
お
示
し
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、

ニ
O
年
前
の
「
全
国
性
を
も
っ
学
会
」
と
い
う
性
格
を
、
「
開
放
性
」
と
「
個

性
化
」
と
い
う
こ
つ
の
面
で
、
も
う
一
歩
前
進
さ
せ
る
案
で
す
。

二
O
年
前
、
「
筑
波
問
題
」
を
め
ぐ
る
激
し
い
対
立
の
中
で
、
私
達
は
、
解

散
で
も
、
筑
波
大
へ
の
移
行
で
も
な
く
、
「
学
会
」
を
「
同
窓
会
」
と
分
離
し
、

事
務
局
は
筑
波
大
学
に
お
蹴
い
す
る
が
、
会
員
は
卒
業
生
に
限
定
せ
ず
、
全
患

に
開
か
れ
た
学
会
と
す
る
(
「
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
」
か
ら
「
大
塚
漢
文

学
会
」
へ
)
と
い
う
第
一
一
一
の
道
を
選
ぶ
こ
と
で
、
危
機
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
会
の
「
個
性
〈
特
色
と
を
ど
こ
に
置
く
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
、
会
員
に
高
校
の
教
員
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
考
え
て
、
会
誌
に
「
研
究
と

教
育
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
「
漢
文
教
育
」
へ
の
関
心
を
会
の
特
色
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
筑
波
大
学
以
外
の
卒
業
生
の
参
加
は
多
い
と
は
一
吉
田
え
ず
、

吋
新
し
い
漢
文
教
育
』
等
の
本
格
的
な
雑
誌
を
も
っ
組
織
も
生
ま
れ
る
中
で
、

漢
文
教
育
を
特
色
に
掲
げ
る
意
義
も
薄
れ
て
来
て
い
ま
す
。
抽
出
方
、
中
国
研
究

の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
も
っ
た
複
数
の
学
会
に

参
加
す
る
と
い
っ
た
額
向
が
、
今
後
の
学
会
の
在
り
方
の
一
つ
と
し
て
注
呂
さ

れ
ま
す
。
私
達
の
具
体
的
な
方
向
と
し
て
は
、

(
a
〉
「
国
漢
」
の
~
伝
統
を
生
か

し
、
「
漢
字
文
化
」
の
探
求
と
い
う
方
向
で
新
し
い
「
個
性
」
化
が
で
き
な
い

か。

(
b
〉
広
く
会
員
の
拡
大
を
目
指
す
が
、
特
に
「
漢
字
文
化
圏
の
中
で
の
日

本
語
・
日
本
文
化
」
の
探
求
と
い
う
方
向
で
、
国
文
学
或
い
は
霞
語
教
員
と
の

協
力
の
可
能
性
は
な
い
か
。
〈
C
)
こ
う
し
た
新
し
い
性
格
づ
け
に
併
せ
て
、
会

名
や
会
誌
名
を
変
更
す
る
の
は
ど
う
か
。

(
d
〉
学
術
会
議
に
研
究
開
凶
体
と
し
て

登
録
で
き
な
い
か
、
等
々
の
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

無
論
、
以
上
の
よ
う
な
改
革
は
恵
ち
に
は
実
行
出
来
ま
せ
ん
。
当
面
一
は
、
新

し
い
グ
ィ
ジ
ョ
ン
の
模
索
(
学
時
論
が
要
求
さ
れ
る
〉
を
活
力
に
し
て
、

B
常

の
研
究
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
か
ら
着
手
し
た
い
の
で
す
。
ま
し
て
、
近

年
の
我
が
学
会
の
学
問
活
動
は
新
し
い
活
力
に
満
ち
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も

一
吉
い
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
〈
a
〉
企
画
委
員
会
の

強
化
、

(
b
〉
月
例
会
の
充
実
、
(

c

)

年
次
大
会
を
少
し
H

外
向
き
υ

に
企
画
で

き
な
い
か
、
ハ
d
〉
会
員
に
よ
る
共
同
研
究
の
企
態
、
研
究
授
の
申
請
。
特
に
高

校
の
現
場
教
員
と
の
共
掲
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
グ
ト
の
計
画
、
と
い
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
は
あ
れ
、
私
自
身
に
誌
も
誌
や
先
頭
に
立
つ
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
い

友
人
た
ち
が
、
新
し
い
学
問
の
構
想
を
語
り
合
い
、
研
究
能
力
を
高
め
合
う
、

活
気
あ
る
切
礎
琢
麓
の
場
を
作
ワ
出
す
た
め
の
お
手
伝
い
が
、
少
し
で
も
出
来

た
ら
と
綴
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
お
力
添
え
を
切
に
お
競
い
致
し
ま
す
。
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大
塚
漢
文
学
会
々
則

一
、
本
会
は
大
塚
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
自
的
と

す
る
。

一
一
一
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
入
会
を
希
望
す
る
者

回
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

総

会

年

一

回

2
、

例

会

年

約

三

回

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

委

員

長

一

名

2
、

委

員

若

干

名

3
、

編

集

委

員

若

干

名

六
、
役
員
の
任
務

1
、
委
員
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る
。

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
画
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
。

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
0

2
、
委
員
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
、
編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

4
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
は
差
し
支
え
な
い
。

入
、
会
員
は
会
費
年
額
四
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
々
郎
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附別問
1
、
本
会
則
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文

学
会
々
射
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
関
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
中
国
文
学
研

究

室

に

霞

く

。

以

上

中
国
文
化
一
九
九
四

漢
文
学
会
会
報
五
二
号

一

編

輯

者

高

橋

均

・

大

上

正

美

・

安

藤

小

谷

一

郎

・

白

井

啓

介

・

小

松

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三

i
一
O

株

式

会

社

共

立

社

印

腕

一

助

電
話
会
三
六
一
)
ニ

O
二
八

F
A
X
(
五
三
九
二
)
八
七
八
八

茨
誠
県
つ
く
ば
市
天
王
台
一

i
一
!
一

筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
内
(
干
一
ニ

O
五
)

大

塚

漢

文

学

会

編
集
委
員

(
哲
学
・
思
想
〉
小
林

ハ
文
学
・
語
学
〉
牛
島

ハ
漢
文
教
育
)
鎌
田

~p 
尉
所

発
行
所

信
明
・
加
賀

徳
次
・
内
山

正
・
金
子

栄
治
・
水
沢
利
忠

知
也
・
伊
藤
虎
丸

泰
三
・
田
部
井
文
雄

( 87 ) 

平
成
六
年
六
月
一
九
日
印
刷

平
成
六
年
六
月
二
五
日
発
行

建信
男広
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